
                               

 

□  自分の命を守るための準備と行動 □ 

① ポケットから手を出そう — 登下校の安全 — 

最近、登下校の様子を見ていると、寒さのあまり、上着のポケットに手を入れたまま歩いている

子供を多く見かけます。冬の道は霜が降りたり凍結したりして滑りやすくなっているうえ、寒さを

よけようと、歩く姿勢も前かがみになっています。このようなときに、手がポケットに入ったまま

転んでしまうと、とっさに手をつくことができず、顔や頭に大きな怪我を負ってしまう恐れがあり

ます。特に子供は地面までの距離が近く、大人以上にその危険性が高くなります。学校では「自分

の体を守るために、歩くときはポケットから手を出そう」と指導しています。手が冷えて辛いとき

は、ぜひ「手袋」を着用させてください。手袋をしていれば両手が自由になり、暖かさを確保しな

がら、万が一の時にもすぐに手が使えて安心です。ご家庭でも玄関を出る前に「手袋は持った？」

「ポケットから手を出して歩こうね」と一声かけていただければ幸いです。 

 

②真剣に取り組んだ「津波想定避難訓練」 

１月１９日、地震発生後の津波を想定した避難訓練を実施しました。今回は一次避難の後に「よ

り高い場所（三重神社）」へと移動する二次避難の訓練も行いました。子供たちは皆、真剣な表情で

訓練に臨み、迅速に行動することができました。事後指導では、昨年の１２月に青森県で発生した

地震の後に津波の警報が出されたことを紹介し、「寒い冬でも、夜でも、津波は待ってくれない」こ

とや「訓練の大切さ」について話をしました。海の近くに学校や家がある私たちにとって、津波は

他人ごとではありません。これからも様々な訓練を通して、災害に対する当事者意識を育てていき

たいと思います。 
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